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第１章 総則

第１条 （目的）

株式会社リーテックコーポレーション（以下「弊社」といいます）は、SpartanCloudサービス利用約款

（以下「本約款」といいます）および利用申込にしたがって契約者に対して、SpartanCloudサービス

（以下「本サービス」と言います）を提供します。

第２条 （本約款の範囲）

本約款は、本サービスの申込者・契約者と弊社の間で本サービスに関する一切の関係に適用されます。

本サービスの申込者は、本約款を確認し、同意した上で利用契約を申し込むものとし、契約者は、本約

款に則って本サービスを利用するものとします。

第３条 （本約款の変更）

弊社は、本契約を契約者の承諾なく変更することがあります。変更内容（料金その他の提供条件を含み

ます）は、弊社のホームページの所定ページ（http://www.re-tech.net/）に掲示するか、または、契約

者に通知したときから効力を生じるものとします。

第４条 （用語の定義）

本約款において次に掲示する用語は、各号の定めるところによります。

1. 「SpartanCloudサービス」とは、弊社が提供するＶＭ（仮想マシン）ホスティング環境（サーバ、仮

想化環境、セキュリティ、ネットワーク）およびこれらの運用管理を指します。

2. 「利用契約」とは、弊社から本サービスの提供を受けるための契約を意味します。

3. 「申込者」とは、弊社に本サービスの利用を申し込む法人または個人事業主を意味します。

4. 「契約者」とは、弊社と利用契約を締結し、本サービスを開設した法人または個人企業、および機

関・団体・組織等を意味します。

5. 「ユーザ」とは、契約者の社員等で実際に本サービスを利用する消費者、社員、職員等の個人を意味

します。



第２章 契約者の義務

第５条 （利用契約の申込）

1. 申込者は、利用契約および本契約の内容を承諾し、所定の方法で弊社に本サービスの利用を申し込む

ものとします。

(1) 弊社営業経由で申し込み

弊社の営業員とコンタクトし、利用の意向を伝え、申し込む方法

(2) インターネット経由で申し込み

弊社ホームページから本サービスの利用の意向を伝え、弊社の営業員からのコンタクトに対し、営業員

経由で申し込む方法

2. 申込者が以下の各号のどれかに該当すると判断した場合、弊社は利用契約を承認しないことがありま

す。

(１) 申込者が実在しない場合、あるいは、申込者が個人の場合、あるいは、申込者が日本国内で事業を

営んでいない場合

(２) 弊社所定の利用申込書に虚偽の事項を記載した場合、またはその恐れがある場合

(３) （禁止事項）に違反する恐れがある場合

(４) （利用契約の解除）に規定する処分に該当する場合

(５) 申込者が公序良俗に反する恐れがある商品、サービスを提供する場合、またはその恐れがあると認

められる関連事業である場合

(６) その他、弊社が不適当と判断する相当の理由がある場合

3. 弊社は、利用契約の承諾後でも契約者が前項に該当することが判明した場合、承諾を取り消すことが

あります。

第６条 （変更の届出）

1. 契約者が契約締結時に弊社に届け出た内容に変更が生じた場合、契約者は遅滞なく変更内容を届け出

るものとします。

2. 前項の届け出を怠り、契約者が不利益を被ったとしても、弊社はその一切の責任を負いません。

3. 弊社は、届け出を受理したその内容を審査し、本サービスの利用を停止または解除することがありま

す。

第７条 （契約者の管理責任）

1. 契約者は、本サービスに関連して弊社から発行されるログイン名・ユーザID、パスワード（以下「パ

スワード等」といいます）を弊社セキュリティポリシーに基づき自己責任において管理するものとしま

す。尚、契約者側でセキュリティポリシーが制定されている場合は、契約前に弊社迄御相談下さい。

(１) パスワード等を譲渡、貸与、または担保提供等によって第三者に使用させない。

(２) パスワード等を複数の者で共用したり、第三者が見える場所に露出したりしない。

2. パスワード等の使用上の誤りまたは第三者による不正使用等により損害が生じても弊社は一切責任を

負いません。

3. 契約者は、パスワード等の盗難または不正使用の事実を知った場合、速やかにその旨を弊社に連絡す

るものとし、弊社からの指示に従うものとします。

4. 契約者からのパスワード等に関する問合せに対して、弊社は本人確認等を弊社所定の方法で回答しま

す。

5. 弊社が、セキュリティレベル向上を目的にパスワード等以外の技術的手段を採用する場合があっても、

本条の規定が適用されるものとします。

第８条 （契約者の禁止事項）



契約者は本サービスの利用に当たり、以下の各号に示す行為をしないものとします。

1. 特定商取引に関する法律、割賦販売法、景品表示法、その他の法令に違反する行為、およびそれらに

類する行為

2. 犯罪行為を惹起する行為、およびそれに類似する行為

3. 第三者の知的財産権、プライバシーの侵害、誹謗中傷、その他不利益を与える行為あるいはそれに類

する行為

4. 猥褻・虐待・ポルノ・売春等にあたるコンテンツ、暴力・残虐的なコンテンツ、公営以外のギャンブ

ル・賭博等にあたるコンテンツ、これらの発信・流布等の公序良俗に反する行為、およびそれらに類す

る行為

5. 出会い系サイト規制法が規定するインターネット異性紹介事業、あるいはこれに類する行為

6. 無限連鎖講（ねずみ講）あるいはこれを勧誘する行為、およびそれに類する行為

7. 他人のパスワード等と不正に使用する行為、自己のパスワード等を他人に使用させる行為、およびそ

れらに類する行為

8. 利用契約上の権利をまたは義務を第三者に譲渡し、貸与しまたは担保提供する行為、およびそれらに

類する行為

9. 事実誤認を生じさせる虞のある行為、およびそれらに類する行為

10. 弊社のコンピュータに保存されているデータを無断で閲覧、変更あるいは破壊する行為、およびそ

れらに類する行為

11. 有害なプログラム等を書き込むまたは送信する行為、およびそれらに類する行為

12. その他弊社が不適切と判断する行為

第３章 SpartanCloudサービス

第９条 （本サービス範囲）

1. 本サービスは、インターネット上に位置するサーバ設備、仮想サーバ、センタルータ、バックアップ

用ストレージ、それらを利用するインターネットに接続する契約者およびユーザ設備からなる構成です。

2. 弊社は、本サービスが常に意図したサービスを提供できることを保証するために運用管理します。

第１０条 （本サービスの設備）

1. 本サービスは、インターネット上のCloud computing をベースとし、情報セキュリティ管理の保護の

下利用者が専有（プライベートクラウド）或いは共有（パブリッククラウド）した仮想マシンを利用者

に貸し出すサービスです。賃貸する仮想マシンはCPU／メモリ／外部記憶装置等の処理能力、記憶容量

およびネットワーク転送容量に応じた複数のサービスを用意します。仮想マシンで動作するゲストOS

は、基本的にWindows（クライアントＯＳ、サーバＯＳ）、Linux とします。

第１１条 （本サービスの運用管理）

1. （稼動監視と通知）

(１) 本サービスでは仮想マシンの稼働状況を監視します。

(２) 稼動監視は、弊社営業日（土日、祝祭日および弊社休日を除く）の9 時から17時までとします。

(３) 本サービスが何らかの事由発生でサービスが停止した場合、契約者にサービス停止を通知します。

サービス停止の通知を要求される契約者は、契約時に通知先、通知方法、通知を受ける条件等を申請し

ます。同様にサービス再開時も通知します。

2. （問合せ受付）

(１) 本サービスに関する問合せ、サービス要求の申請、申告等を受け付けます。

(２) 問合せ受付は、弊社営業日の9 時30 分から17 時までとします。



(３) 問合せ受付は、契約時に問合せ者の登録（複数人可能）を行い、その契約者の問合せ者からのみと

します。

第１２条 （付帯サービスの瑕疵・保証）

1. 本サービスに付帯するサービスを利用する際には、契約者は弊社に作業内容依頼書を提出し、必要な

内容等を示すものとし、弊社は作業内容依頼書の内容に基づき作業を行うもとします。

2. 当作業において、弊社の責めに帰す不具合が発生したことを契約者が弊社に通知した場合、作業完了

から10 営業日以内であれば修正作業を実施します。

第１３条 （サービス種別の変更）

弊社は、本サービスの利用状況に応じてサービス品目の変更を契約者に要請することがあります。契約

者は、弊社の要請を正当な理由無く拒絶することはできないものとします。

第４章 利用料金

第１４条 （利用料金の範囲）

本サービスの利用料は、第3 章 「SpartanCloud サービス」で示す設備および運用で構成されるサービ

ス利用に対する対価です。

第１５条 （利用料金の支払い方法）

1. 本サービスの利用料金の支払い方法は、「定額月払い」「年間一括払い」の2種類になります。

2. 本サービスの「定額月払い」の利用料金は別に定めるとおりとします。年間一括払いは「定額一括払

い」に対して7%のディスカウントにてサービスをご提供いたします。当該料金は、消費税および地方消

費税等を含んでいません。契約者は、これらを加算した額を弊社に利用料金として支払うものとします。

3.サービスの支払いは、契約者指定の口座から翌月分の利用料金を前月27日（土日祝日の場合は翌営業

日）に引き落としさせて頂きます。口座引落し手数料は利用料金に加算させて請求いたします。

第１６条 （定額月払い）

1. 本サービスの利用料金算出は月極めとなります。契約締結後、サービスの開始は月初からとし、契約

終了時は月末までを基本とします。ただし、サービス開始が月の途中となる場合、サービス開始月は、

日割り（月額料金を30 分の1し、サービス開始日から月までの日数を乗じた金額）とします。また、サ

ービス終了日が月の途中となる場合、当該月の末日までサービスを提供したものとします。

2. 契約締結後の初期費用、本サービスに関連した契約者負担となる設備・工事等の一時金は利用料金に

含みません。

3. 利用料金は、物価および当社の維持運営管理費の変動により、弊社が本サービスの利用料金を不相当

と認めるに至った場合、契約期間内でも変更することができるものとします。

4. 本サービスの拘束期間は12ヶ月(スポット契約は除く)とします。

第５章 サービスの停止・中止等

第１８条 （通信利用の制限）

弊社は、電気通信事業法第8 条に基づき、天災・事変その他の非常事態が発生し、または発生する恐れ

がある場合の災害の予防若しくは救援、交通、通信若しくは電力の供給確保または秩序維持のために必

要な内容とする通信および公共の利益にために緊急を要する事項を内容とする通信を優先的に取扱うた

め、対象サービスの提供を中止する措置を取ることができるものとします。これに対して弊社は何らの

責任も負担もないものとします。



第１９条 （サービス提供の停止および中止）

1. 弊社は、契約者が次の各号に該当する場合、本サービスの提供を停止することがあります。

(１) （契約者の禁止事項）に該当すると弊社が判断した場合

(２) 契約者の環境が、他の契約者に対してサービス運用上支障を及ぼす恐れがある場合

(３) 本約款の規定に反する行為で、弊社の業務遂行に支障を及ぼす恐れがある場合

2. 弊社は、次の各号のいずれかに該当する場合、本サービスの提供を停止することがあります。

(１) SpartanCloud サービス設備の点検、保守、バージョンアップ、または工事上やむを得ない場合

(２) その他本サービスの運用上または技術上の相当な理由がある場合

3. 弊社は、前2 項の本サービス停止・中止するときは、予め契約者にその理由、実施期日と実施期間を

通知するものとします。ただし、緊急やむを得ない場合はこの限りではありません。

4. 弊社は、前3 項による損害賠償を、その相当額の本サービスの延長等をもって代えることが出来るも

のとします。

第２０条 （契約終了時の措置）

本サービスの契約が終了した場合、弊社は終了後14 日が経過した時点で弊社管理下の施設内にあるサ

ーバ等に記録されている一切のデータを削除します。

第２１条 （サービスの廃止）

弊社は、やむを得ない事由により、本サービスを廃止することがあります。この場合、弊社は契約者に

対し、廃止の3 ヶ月前までに所定の方法でその旨を通知するものとします。

第６章 契約の解除

第２２条 （弊社からの利用契約の解除）

1. 弊社は、第12 条（サービス提供の停止・中止）の規定により、本サービスの利用を停止された契約

者が、停止期間中になおその事由を解消しない場合、あるいは弊社の業務遂行上著しく支障があると認

められる場合、利用契約を解除することができます。

2. 弊社は、契約者が本サービスの利用代金の支払期日を3 ヶ月経過しても支払われない場合、予め契約

者にその旨を通知し、利用契約を解除することができます。

3. 弊社は、契約者が次の各号に該当した場合、何らの催告なしに利用契約を解除することができます。

(１) 本約款の条項に違反したとき

(２) 手形または小切手の不渡りが発生したとき

(３) 破産、民事再生手続、会社整理、会社更生または特別清算の申立がされたとき

(４) 仮差押、差押、仮処分その他の強制執行または滞納処分の申立を受けたとき

(５) 解散または営業停止となったとき

第２３条 （契約者からの利用契約の解除）

1. 契約者は、利用契約の一部または全部を解除するときは、解除しようとする日の3ヶ月前までに所定

の書式により、その旨を通知するものとします。本サービスの利用料金は月額単位であり、解除日が月

の途中であっても、弊社は契約者に対して月の末日まで本サービスを提供したものとし、月額の利用料

金を請求するものとします。

2.「年間一括契約」の中途契約解除に関しては、残存期間の有無に係らず返金いたしません。



第７章 損害賠償

第２４条 （免責）

1. 弊社は、本サービスの完全な運用に努めますが、本サービスの中断、運転の停止などによって契約者

に損害や不利益が生じた場合、弊社は免責されるものとする。

2. 契約者が本サービス上のデータが消失するなどして契約者に不利益があった場合、弊社は何ら責任を

負わないものとします。

3. 第三者がパスワード等を不正に使用する等の方法で本サービスを不正にアクセスすることで、契約者

または第三者に損害を与えた場合、弊社はその損害に対して何らの責任も負いません。

4. 本サービスの使用により、契約者が他の契約者に損害を与えた場合、当該契約者の責任の範囲で解決

していただき、弊社に損害を与えないものとします。

5. 弊社は、本サービスに関するいかなる請求に対しても、その事由発生から起算して3 ヶ月を経過した

後は、応じません

第２５条 （損害賠償）

1. 弊社は、本サービスの提供が弊社に帰すべき事由（第22 条 （弊社からの利用契約の解除）を除

く）によって、連続して24 時間以上その利用ができない状態が生じた場合、月額の利用料金の範囲を

限度として契約者が被った損害を賠償します。連続して24 時間以上とは、本サービスが利用できない

と状態が確認できる記録や弊社がその事由を知った時刻から起算し、本サービスの再開時刻までとしま

す。本サービスが利用できない時間数を24 で除した数（小数点以下を切上げた整数）に月額料金の30

分の1 を乗じた数（1 円未満は切上げ）を賠償の限度とします。

2. 弊社が本契約の定める義務に違反し契約者に損害が発生した場合、弊社は契約の被った損害を賠償す

る責任を負担するものとします。ただし、弊社が負担する責任はその原因が弊社の故意または重過失に

基づく場合を除き、利用料金の1ヶ月分を限度とします。

3. 賠償額は、翌月の利用料金から差し引き、利用料金を減額請求する方法とします。

4. 前１項および２項の場合、弊社が賠償する損害に次の損害は含まれないものとします。

(１) 債務が履行された場合に得られた損害（遺失利益）

(２) 債務の不履行によって通常生ずべき直接損害以外の損害（間接損害および特別損害）

5. 弊社が契約者に対し賠償すべき額について、弊社が協議の申し入れをした場合、契約者はこれに応じ

るものとする。弊社の義務違反の程度、損害発生の態様および弊社の支払い能力その他一切の事情を考

慮して賠償額を協議して定める。

6. 弊社は、本サービスの提供に関して、前項の規定を以外の如何なる損害に対して何ら責任を負いませ

ん。

7. 契約者が、本約款に違反し弊社に対して損害を与えた場合、弊社は契約者に対して相応の損害賠償を

請求できるものとします。

8. 契約者が本サービスにより第三者に対して損害を与えた場合、契約者は自己の責任において解決し、

弊社に対して如何なる責任も負担も無いものとします。

9. 弊社は、弊社の責任において、個人情報に関する事故が生じた場合、弊社は個人情報に関する事故の

直接起因する契約者の損害について賠償責任を負うものとします。ただし、弊社の責に帰することがで

きない事由から生じた損害、弊社の予見の有無に問わず特別の事情から生じた損害および遺失利益につ

いては、弊社は責任を負わないものとします。



第８章 秘密保持および個人情報保護の管理

第２６条 （秘密保持義務）

1. 契約者および弊社は、相手方の承諾無くして、利用契約に関連した技術上、販売上および業務上の秘

密を、利用契約期間中および利用契約終了後も第三者に開示または漏洩してはならないものとします。

2. 前項の規定に拘わらず、契約者および弊社は、裁判所、行政機関等の開示が求められた、または法令

等の定めがある場合、必要と認められる範囲で開示することができるものとします。

3. 次の各号に該当する情報は秘密情報から除外します。

(１) 開示の時点で、公知のもの、または開示後情報受領した当事者に責によらずして公知となったもの

(２) 開示を行った時点で既に相手方が保有していたもの

(３) 第三者から秘密保持義務を負うことなく正当に入手したもの

(４) 相手方から開示以降に開発されたもので、相手方からの情報によらないもの

4. 契約者および弊社は、顧客情報を秘密情報として厳に取扱うものとします。

第２７条 （個人情報とその取組み）

弊社の個人情報の取り組み方針について、「個人情報保護方針」(http://www.re-rech.net/) を参照下さ

い。

第９章 雑則

第２８条 （バックアップ）

1. 弊社は、契約者の承諾を得ることなく、本サービスの故障・復旧の便宜に備えて契約者のデータのコ

ピーを保管することがあります。

2. 弊社は、契約者が登録したデータについて何らの保証も行わず、責任を負わないものとします。

第２９条 （管轄）

1. 利用契約および本約款に関して生じた紛争について、横浜地方裁判所をもって管轄裁判所とします。

改定履歴

2010 年 10 月 1 日 第一版作成

2011 年 4 月 15 日 第二版作成 Aspera サービス追加に伴い仮想デスクトップに関する記述を

SpartanCloud 仮想デスクトップ基本サービス約款に移動し、文言削除）


